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cpやrmなどのメソッド
名はUNIXのコマンド名
から取られたものです。
また「_」の後に続く「r」
などはこれらのコマンド
のオプション引数に準じ
ています。

ヒ ン ト

FileUtilsモジュールは、基本的なファイル操作を集めたモジュールです。第3日4時限目
ではcpメソッドを利用して元のソースファイルに拡張子bakを追加してバックアップする
のに利用しています。

FileUtils.cp ENVIRONMENT_RB, "#{ENVIRONMENT_RB}.bak"

以下にFileUtilsモジュールの主なメソッドを示します。

cp (src, dst)
srcで指定したファイルをdstで指定したフォルダへコピーするか、またはdstで指定し
たファイルに上書きします。

cp_r (src, dst)
srcがフォルダの場合、dstへ再帰的にコピーします。

mv (src, dst)
srcで指定したファイルをdstで指定したフォルダへ移動するか、またはdstで指定した
ファイルに上書きします。

rm (list)
listで指定したファイルまたは、listが配列の場合、その配列内のすべてのファイルを消
去します。

rm_r (list)
list（単独の文字列または文字列の配列）で指定したファイルまたはフォルダを再帰的に
消去します。フォルダ内にファイルが残っていると例外で中断します。

rm_rf (list)
list（単独の文字列または文字列の配列）で指定したファイルまたはフォルダを再帰的に
消去します。フォルダ内にファイルが残っていても強制的に削除します。

これらのメソッドからわかるように、FileUtilsモジュールは、フォルダツリーを含むコ
ピー、削除、移動をサポートしているため、バックアップ処理などの大量のファイルを処
理するタスクを記述するには欠くことができない存在です。
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